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主  論  文  の  要  約  
3DCT を用いた肝門部胆管癌及び胆嚢癌における術前血管浸潤診断の有用性の
研究－ MIP 画像の読影を中心に－                        
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に掲載  
【目  的】  
近年、MDCT の出現により三次元構築した詳細な血管像（ 3DCT）が得られるよ
うになった。術前検査に用いられていた血管造影所見と MDCT 所見を対比し
3DCT の有用性を検討した。                                     
【対象および方法】  
術前 3DCT を撮影し治癒切除が得られた肝門部胆管癌 38 例と胆嚢癌 29 例の
計 67 例を対象とした。単純 CT 撮影後、造影剤を急速注入し、約 20 秒後に
動脈早期相、約 45 秒後に動脈後期相、約 90 秒後に門脈相、約 120 秒後に平
衡 相 を 撮 影 し 、 VR(volume rendering) 画 像 、 MIP(maximum intensity 
projection)画像、 MPR(multiplanar reconstruction)画像の処理を行った。
画像診断は通常の血管造影検査の診断基準に準じ、主に MIP 画像を用い VR
画像と MPR 画像を補助診断として、 3 名の読影医が二重盲検法を用いて診断
し、画像診断と同じ部位の病理診断を対比して正診率を算出した。                                     
【結  果】  
3DCT に よ る 脈 管 浸 潤 診 断 で は 動 脈 浸 潤 は 正 診 率 79.1%(53/67) 、 感 度
91.7%(11/12) 、 特 異 度 76.4%(42/55) で あ っ た 。 門 脈 浸 潤 は 正 診 率
76.1%(51/67)、感度 80.0%(16/20)、特異度 74.5%(35/47)であった。                                     
【考  察】  
血管造影を用いた脈管浸潤診断と病理所見との対比では、文献によると正診
率が動脈浸潤 78％、門脈浸潤 81％であった。術中肉眼的所見との対比では、
正診率は動脈浸潤 84～ 91％、門脈浸潤 90～ 100％であった。今回の 3DCT と
病理所見との対比では、動脈浸潤の正診率・感度ともに 80%を超え、門脈浸
潤の正診率も 76%であり、 3DCT は血管造影に比べて非侵襲的で、血管造影と
同等の診断能を有し、有用と考えられた。また、動脈系に比較し門脈系で血
管壁の強度が弱く、血管浸潤以外の要因で浸潤有りと診断されたため正診率




れた。                                     
【結  論】  
肝門部胆管癌及び胆嚢癌の術前検査における MDCT の 3DCT は、血管浸潤診断
に関して従来の血管造影と同等の正診率で、低侵襲、簡便であり、必須の検
査と考えられた                                     
                                    
                                    
                                    
                                    
                                                               
